
（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
市
町
村
の
三
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

（
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
係
る
市
町
村
の
三
月
分
の
算
定
方
法
の
特
例
）

第
十
五
条

令
和
五
年
度
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
額
は
、同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単

位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

第
十
五
条

令
和
五
年
度
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
額
は
、同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単

位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

一

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
市
町
村
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
市
町
村

に
つ
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
一
号
一
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、「
要
す
る
経
費
」
と
あ
る
の
は
「
要
す
る
経
費
の
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

一

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
市
町
村
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
市
町
村

に
つ
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
一
号
一
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、「
要
す
る
経
費
」
と
あ
る
の
は
「
要
す
る
経
費
の
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

二

前
号
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
一
号
二
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、「
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
の
数
値
」
と
あ
る
の
は

「
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
の
見
込
み
の
数
値
」
と
、「
二
三
、五
〇
〇
円
」

と
あ
る
の
は
「
二
三
、
五
〇
〇
円
（
災
害
対
策
基
本
法
第
百
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
債
を
起
こ
す
こ

と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
地
方
公
共
団
体
と
し
て
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
団
体
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
指
定
団
体
」
と
い
う
。）
に
あ
つ
て
は
、
六
八
、
〇
〇
〇
円
）」
と
、「
一
七
四
、
六
〇
〇
円
」
と
あ
る
の
は

「
一
七
四
、
六
〇
〇
円
（
指
定
団
体
に
あ
つ
て
は
、
四
八
、
四
〇
〇
円
）」
と
、「
八
七
、
二
〇
〇
円
」
と
あ

る
の
は
「
八
七
、
二
〇
〇
円
（
指
定
団
体
に
あ
つ
て
は
、
二
八
、
四
〇
〇
円
）」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

二

前
号
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
表
第
一
号
二
の
規
定
に
準
じ
て
算
定
し
た
額
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、「
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
の
数
値
」
と
あ
る
の
は

「
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
の
数
値
の
見
込
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

２

令
和
五
年
度
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、
令
和

六
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

２

令
和
五
年
度
に
限
り
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
に
、
令
和

六
年
能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
、
前
項
第
一
号
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
同
号
の
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た

額
と
同
項
第
二
号
の
額
に
〇
・
二
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
算
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
同
号
の
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
同
項
第
二
号
の
額
に
〇
・

二
を
乗
じ
て
得
た
額
と
の
合
算
額

﹇
新
設
﹈

二

前
項
第
一
号
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
災
害
等
廃
棄
物
処
理
事
業
（
地
方

債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。）に
要
す
る
経
費
の
見
込
額
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

に
〇
・
九
五
を
乗
じ
て
得
た
額

﹇
新
設
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
法
務
省
令
第
九
号

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
及
び
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の

刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
法
務
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


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